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学び合 いのある授業づくり
ー かかわ り 合 い を大切 にする実践 一
学習開発コ ース (1 1 220905) 小 林 健 太 郎
本研究は， 学び合いを通 して， 子 ども達の人間関係を豊かに し， かっ学力 を向上させる
こ と について先行研究 と 授業実践か ら考察 した も のであ る。 学び合いのある授業が豊かな
人間関係 と 学力 の向上につなが る ので、はなし 、か と 考えた。 そのために， 学び合いのあ る授
業を行 う ための手立てを明 ら かに した。 これを も と に， 教職専門実習 E で、行っ た授業をふ
り 返っ た。 学び合いのある授業づ く り では， 協同的な学びの考え方 と 手法， そ して教師の
役割や子 ど も達の活動内容， 授業形態、を工夫する こ と が大切であ る と わかっ た。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
文部科学省 (20 1 1) に よ る と ， 平成 13 年度に全国
の小学校にお け る 不登校児童数は 26， 51 1 人 と 過
去最大の人数である。 平成 13 年度を ピー ク に不登
校児童数は徐々 に下が り ， 平成 22 年度の調査では
21， 675 人 と な り ， 一見， 減少 したかの よ う に見え
る。 し か し， 不登校児童数のみでな く ， 全児童数
そ の も のが減っ ている ため， [不登校児童数/全児
童数X 100J と した と き の出現率は 0. 04%の減少
しかない。 「不登校j は現在でも学校現場で大き な
問題と なっ てい る 。
本研究を考え る き っ かけ と なっ たのが， こ の 「不
登校」 問題であっ たO 同上の文部科学省の調査で
は 「不登校になっ た き っ かけ と 考え られる状況」
についての調べも あ り ， 平成 22 年度の結果では，
「学校に係る状況」 が全体の 26. 4% と なっ ている。
そ の 中でも 「い じ め を 除 く 友人関係をめ ぐ る 問題j
が全体の 10. 8%， 次に 「学業の不振」 が 6. 5% と
多い。
こ の調査か ら， 不登校のき っ かけには友人関係
を め ぐ る 問題ι 学業の不振が大き く 影響 してい
る と いえ る 。 日 々 の授業の 中で， 人間関係を豊か
に し， 学業の向上をはかる こ と で不登校の問題の
改善につなが る のではなし 1か と 考える。 では， ど
の よ う な授業を行えばよ いのだろ う か。
こ こ で考えたのが 「学び合し リ で あ る 。 「学び
合い」 や 「かかわ り 合し \J のあ る授業において，
人間関係を豊かにする こ と と ， 学習意欲を向上さ
せる こ と は一体に な っ ている のではないか と 考え
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た。 よ っ て， 本研究では 「学び合いのあ る授業」
について明 ら かに していき たい。
(2) 研究の 目 的
本研究は， 学び合いのある授業づ く り について，
子 ど も 達の人間関係 と 学力 向上の視点か ら考察す
る こ と が 目 的である。 そのために， 先行研究か ら
「学び合いのある授業」 や 「かかわ り 合いのある
授業J の理論 と 方法を探る。 更に， 学び合い と い
う 視点か ら 自 分 自 身の授業内容をふ り 返 り ， 考察
する こ と で， 自 分の授業の達成度を明 ら かにする。
(3) 研究の方法
次の よ う な方法で研究を行 う 。
は じめに， 学び合いやかかわ り 合いのあ る授業
の理論 と 方法について， 先行研究や学校の実践に
学ぶ。 その実践の中 か ら 具体的な授業の姿を探究
する。 それを も と に， I学び合いの あ る授業の要素J
を表にま と める。
次に， こ の表を活用 し， 実際に 自 分が行っ た授
業をふ り 返る。
最後に， ふ り 返 り を も と に， 今後の課題 と 授業
づ く り の在 り 方について考える。
2 先行研究の検討
(1) I学び」 と 「学び合い」 について
佐藤 (2006) は， 学び合いを成立 させる以前の 「学
びj そ の も のについて， I学び と は， 対象 (教材)
と の出会い と 対話であ り ， 他者 (仲間や教師) と の
出会い と 対話であ り ， 自 己 と の対話であ る。 J と 述
べてい る。 対象 (孝財寸) と 自 己だけでな く ， 仲間や
教師である 「他者J と し づ 存在 と の出会い と 対話
が重要な点であ る と 考える。
また， I学び と は， 本来的に協同的であ り ， 他者
と の協同に も と づ く 『背伸びと ジャ ンプ』である。 j
と も述べ， 高い レベノレの授業内容を設定する こ と
が大切である と している。
それ と と も に， 授業ス タ イ ノレについては， I一斉
授業j か ら 「協同する学びj へ と 変 えていかな く
てはな ら ない こ と も述べ， 筆者が これま で考えて
いた よ う な授業のあ り 方は見直 し， 改善 してい く
必要があ る こ と が明 ら か と な っ た。
授業では， 一人残 らず参加でき る よ う ， 下の層
の子 ど も の間いを授業の中 に取 り 込む こ と が必要
で， そ う する こ と で， 上の層の子 ど も の学びも，
下の層の子 ど も の学びも成立する 「協同的な学びJ
に な る こ と も わかった。
佐藤 (2006) は， 協同的な学びの方法 と して， 小
クマルーフ。に よ る学びを あげている。 協同的な学び
においての学びの主体は， あ く ま で も 個人であ り ，
グループρ活動 で、の一体化 を 求 め る のではな く ，
個 々 人の考えや意見の多様性を追求する こ と が大
切であ る と している。
ま た， 聴き あ う ・ 学び合 う 関係を育むためにも，
協同的な学びは大切であ る と 述べている。 協同的
な学びについては， I教えあ う 」 と い う 一方的な関
係ではな く ， I聴き あい， 学び合 う 」 相互的な関係、
を成立 させなければな ら ない と し づ 。
筆者が これま でイ メ ージ して き た グ、ループ活動
と 形態 こ そは似ている も のの3 考え方や活動内容
は異な る も ので、あっ た。
「協同的な学びJ の考え方か ら も わかる よ う に，
授業において， I学び合いj や 「聴き合 う J と い う
こ と は大切な こ と であ り ， 理論 と 方法を同時に考
えなが ら実行する こ と が重要である と 考える。




~学びの共同体を通 して"-'J と い う 研究題 目 を設
定 し， 学びの共同体の実践を行っ た。
公 開研究会 当 日 に は佐藤学は ア ドバイ ザー と
して助言 ・ 指導を行っ ている。 研究の具体的な手
立て と しては， 全教科の授業の流れの中で 「個人
作業の協同化」 と 「背伸びと ジャ ンプのための問
題」 を意識 し， すべての授業内で最低 2 回の小グ
ループ学習 に取 り 組んでいた。
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ま た， 学びのルール と して， 子 ど も の 「わか ら
ない」 を共有 した り ， 聴き合 う こ と を意識 した り
する よ う に決めていた。 授業形態はコ の字型の机
の配置を して， グルーフ。の形態は男女混合の 3"-'4
人を徹底 してい る。
開校の学校便 り に よ る と ， 9 月 に行われた基礎
基本学力調査では， 国語， 数学， 英語のすべてが
県の平均を上回 っ ていた。 上島中学校において は，
学びの共同体， 協同的な学びは学力の向上に良い
影響を及ぼ してい る と い える。
②玉泉市立川 内小学校 (新潟県)
五泉市立川 内小学校では平成 18 年度 ・ 19 年度
に 「学び合いで確かな学力 を つ け る 学習指導J と
い う 研究主題で、校内研究を行っ た。 「学び合い」 の
あ る 子 ど も の姿 と して 「 自 分の考えを し っ か り 持
ち， お互いの思いや考えを理解 し合い， 尊重 し合
いなが ら 交流する 中で， 理解や思考 ・ 判断を深め，
よ り 確かな知識を獲得 してい く 子 ど も」 と してい
る。 ま た ， I学び合し \J のプロセス と して， I考
え る J I伝え合 う J I気付 く J I検言す「る J Iま
と め るj の 5 段階に分けている。 こ のプロ セ ス に
ついて， 川 内小学校は， I学び合し 、」 が形成 さ れる
ためには， 子 ど も達が学習課題に対 し， 解決に見
通 しが も て る よ う にする こ と ， 個々 の考えを他者
と の交流を通 して追加や修正を繰 り 返 しなが ら深
め， 共有化 し， それをま と め る と い う 一連の過程
を示 してい る。 更 に， 18 年度の校内研究を通 し，
19 年度の校内研究計画では， 学びあ う た め に は
「 自 分の思いや考えを しっ か り 伝え る こ と J ， I相
手の思いや考えを理解 し よ う と する こ と 」 が学び
合いにおいて大切であ る と 明 ら かに してい る。
3 実践と 結果
(1) I学び合いJ について
先行研究の検言すか ら 「学び合いj と は， I 自 ら
の課題を解決す る ために， 互いにかかわ り 合いな
が ら ， 考えを深めてい く こ と に よ り ， よ り 豊かな
学びが生まれるJ と 捉えた。 これを よ り 具体的に
述べている も のが， 先行研究で紹介 した， 五泉市
立川内小学校の学び合いの と ら え方であ る。 ① 自
分の考え を しっ か り 持ち， ②お互いの思いや考え
を理解 し合い， ③尊重 し合いなが ら 交流する 中 で，
④理解や思考 ・ 判断を深め， よ り 豊かな知識を会
得 してい く と い う も のであ る。 筆者はこれを 「 目
指す学び合いの具体的な姿」 と して捉え る こ と に
した。
(2) 学び合いのあ る授業
学び合いのあ る授業におけ る子 ど も の姿につい
て， (1) に よ り ， 4 つのポイ ン ト を考えた。 ① 自 分
の考えを し っ か り 持つ こ と ， ②相手の考えを理解
する こ と ， ③相手を尊重する こ と ， ④瑚卒や思考 ・
判断を深め られる こ と である。 ①か ら④のそれぞ
れについて， r教師の役割J ， r活動内容J ， r授業形





① 自 分の考え 適切な課題の 考える， 書く 3 個人作業，
を し っ か り 持 提示 読む グルーフ。学習
Jコ 机民指導
②棺手の考え 場 と 時間の保 伝える ・ 聴く ， ペア学習，
を理解する 障? つなぐ(明 話す， 考える， クツトプ学習，
確にする ・ 言 見る 全体学習
い 換える) ，
も どす
③相手を尊重 聴く ， 聴き合 う ， ペア学習，
し合いなが ら 理解する， 一緒に考える， グ〉レーブ学習，
交流する つなぐ 認、め合い良 さ 全体学習
を伝える
④ 理 解 や 思 つなぐ， 聴く ， 書く ， 個人作業，
考・半舷rrを深め も どす， 考える， ペア学習，
られる ま と める ま と める グループ学習，
全体学習
(3) 授業のふ り 返 り
教職専門実習 E において， 山形市立 A 小学校第
4 学年(26 名 ) で実施 した算数の授業 をふ り 返る。
単元は 「計算のや く そ く を調べよ う 」 の応用部
分であ る。 本時の 目 標は， r ド ッ ト の数の求め方を
ま と めた り 移動 さ せた り する な ど工夫 して考え， 1
つの式に表すこ と ができ る。 」 である。
指導案の学習活動の過程は次の通 り であ る。
1 ， 場面を理解する。





5， 練習 問題を解 く 。
6， 学習 をふ り 返る。
子 ど も 達が① 自 分の考えを し っ か り 持つために，
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学習活動の 1 では， 絵を入れた問題を提示 した。
学習活動の 2 では， 課題を黒板に書き ， 口 頭でも
存軒忍 と 説明 を行い， 課題の提示を工夫 した。 こ の
時， ド、 ッ ト を囲むだけではな く ， 移動 させたい と
考えてい る 子 ど も もいた。 ド ッ ト を囲むだけでは
な く ， 移動 しで も よ い こ と を全員で共通認識 した。
学習活動の 3 では， 自 力 で解決でき る よ う に， 個
人作業に し， ワーク シー ト を活用 した。 子 ど も達
は， ド、 ッ ト の囲み方や移動の仕方を考え， 図 と 式
に表 していた。 しか し， こ の場面では， 算数の苦
手な子 ど も にばか り 目 を配っ て しま ったため， 一
人ひ と り が考えを しっ か り 持つ こ と ができ ている
のかを把握 しきれなかっ た。 一人ひ と り が どの よ
う に理解 し， 進んで、い る か， 作業を している かを
把握する ために， 机開指導のね らいや方法につい
て学んで、いき たい。
ま た， ① 自 分の考えを し っ か り 持つ こ と が， 学
び合いのあ る 子 ど も の姿の②， ③， ④に も 関わっ
て く る。 一人ひ と り に 「考え を し っ か り 持たせる j
ための手立てが必要であ る。
子 ども達が②相手の考えを理解す る ために， 学
習活動の 4 ではグループ学習 と 全体学習の二つの
授業形態を と っ た。 特にグノレーフ。学習は時間を多
く と り ， 考えを理解するための手立て を意識でき
た。 子 ど も 達の活動は話す姿勢よ り 聴 く 姿勢が強
く ， 相手の考えを理解する こ と は出来た と 思 う が，
相手に考えを伝え る こ と に対 しては消極的で、あ っ
た。 伝える側 と 聴 く 側が成 り 立 っ て， は じめて，
相手の考えを理解する こ と が出来る。 考えを伝え
る こ と ， 聴 く こ と の どち ら も意識 した授業づ く り
を 目 指 したい。
グループ。学習の次に， 全体で、の交流を行っ た。
各グループ。の中か ら一つずつ代表 と な る考えを選
び， その考えを全員で共有 した。 こ の際， 子 ど も
達の考えをつなぎ， ま と め る こ と を意識 しなが ら
行っ たが， 納得する よ う なつなぎ、方， ま と め方に
はまだ、ま だ、動題が残っ たO しか し， 筆者が子 ど も
達の考え を適切につなげなかっ た に も 関わ らず，
子 ど も達の中で rA 班 と B 班の ド ッ ト のま と め方
が同 じだJ と か rc 班 と D 班のま と め方が似てい
る 」 と いっ た言葉が出ていた。 こ の こ と か ら ， 子
ど も 達 自 身で学び合お う と する 力 があ る こ と も わ
か っ た。 現段階の筆者に と っ て は， 表 1 の手立て
を了寧に授業に取 り 入れる こ と で， 学び合いのあ
る授業に近づけ る のではなし 、か と 考え る。
今回の授業では， ②相手の考えを理解する こ と
と ， ③相手を尊重 しなが ら 交流する こ と があいま
いになって し ま っ た。 子 ど も達が③相手を尊重 し
合いなが ら交流する ために， 学習活動 4 では どの
よ う な手立てが必要だっ たのだろ う か。 今後の授
業では， グループを 中 心 と した授業形態を と り な
が ら， 聴き合 う ， 一緒に考え る ， 認め合い良 さ を
伝える活動を取 り 入れていき たい。
ま た， I相手を尊重 し あいなが ら交流する 」 こ と
は， 学習面だけでな く ， 人間関係を豊かにする こ
と に も繋が る と 考えてい る。 普段か ら人間関係を
豊かにする こ と を大切にする こ と が， 授業中の子
ど も の学びの姿に反映す る のではないか。
子 ど も達が④瑚平や思考 ・ 判断を深め る た め に，
学習活動の 5， 6 では授業形態を個人学習に戻 し，
練習問題を解 く 活動 と 学習 をふ り 返る活動 を取 り
入れた。 学習活動の 1 か ら 3 を通 して考えを し っ
か り 持ち， 学習活動の 4 で他者の考え方も取 り 入
れ理解 し， それを活用 し問題を解く 学びの集大成
である。 子 ども 達は 自 分が持っ ていた考えを他者
の考え と 擦 り 合わせ， よ り 思考や理解を深めてい
く 。 そのために ワ ー ク シ} ト を活用 した。 その結
果， 子 ど も 達は， よ く 考え， 書いて表すこ と が出
来た。 こ の場面で， ま だ疑問に思 う 所があれば隣
の友達に聴く こ と が出来る よ う な環境づ く り が大
切だ と 考えている。
ま た， ふ り 返 り を書かせる 際には， 自 分 自 身の
気付きゃ友達 と のかかわ り 合いの 中での気付き に
目 を向 け さ せた。 学び合いを通 して 自 分の学びの
深ま り や高 ま り を どれだけ気付 く こ と ができ る か，
ふ り 返 り の 中 で感 じ取 らせたい。
4 考察
学び合いのあ る授業 と は， 子 ど も達が 「 自 ら の
課題を解決す る た め に， 互いにかかわ り 合いなが
ら ， 考えを深めてい く こ と に よ り ， よ り 豊かな学
びが生まれるJ こ と だ と わかった。
そのために， 学び合いのあ る授業におけ る 4 つ
の子 ど も の姿を大切に し， それぞれの手立て を意
識 して授業づ く り をする こ と が大切である。
ま た， 日 ごろ の人間関係 も 大切で、， 特に聴き合
う 関係づ く り が必要であ る こ と がわかった。
5 到達点 と 課題
( 1 ) 研究に対する達成度
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本研究を通 して， 学び合いについて， あいま い
だっ た考えをま と め る こ と ができ た。 ま た， 先行
研究に よ る理論 と 方法の検討 と 自 身の授業をふ り
返 る と いっ た研究を進める につれ， 筆者の授業観
が， 授業内容射隼行速度を 「下の層に合わせたいj
と い う 考えか ら ， I子 ども達全員J の学びを保障 し
たい と い う 考えに変わった。 こ の授業観の変化は
今回の研究の中でも大き な成果だっ た と い え る。
( 2 ) 課題
筆者が実習で、行 っ て き た授業は， 理論的な考え
が定ま っ てお らず， I学習の遅れ気味な子 ど も に合
わせたい」 と い う 自 分の勝手な思い と 考えだけで
進めて き て しま っ た。 特に， 教職専門実習 I では，
ほ と ん どの子 ど も の学びに 目 を向 け られず， 遅れ
気味の子 ども に合わせて しま っ たo また， 教職専
門実習 E で、もベア学習やグループ学習 を取 り 入れ
る こ と が 目 的化 して し ま い， I学び」 や 「学び合し \J
を保障する視点には立てなかっ たo 学び合いを通
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